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 取扱説明書等を、必ず参照すること。   
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機械器具（21） 内臓機能検査用器具 

管理医療機器 人体開口部単回使用体温計プローブ 35254002 

再利用禁止     ドレーゲル ディスポーザブル体温プローブ 
 

 
【形状・構造及び原理等】 
1. 外観 
ドレーゲル ディスポーザブル体温プローブ 成人用 1.6 m 
ドレーゲル ディスポーザブル体温プローブ 成人用 3.0 m 
ドレーゲル ディスポーザブル体温プローブ 小児用 1.6 m 
ドレーゲル ディスポーザブル体温プローブ 小児用 3.0 m 

番号 各部の名称 番号 各部の名称 
① シース ③ コネクタ 
② 絶縁ケーブル ④ 温度センサ 

 
2. 患者に接触する部分の原材料 

接触部分 原材料 
シース ポリオレフィン 

 
3. 原理 
温度変化を温度プローブのサーミスタの抵抗変化として測定す
る。 
 
 
【使用目的又は効果】 
患者監視モニタに接続し、測温部を直腸に挿入し、連続的に体温
やその変化を測定する。単回使用である。 
 
 
【使用方法等】 
1. ご使用の前に、パッケージより体温プローブを取り出し、

体温プローブが破損していないことを確認して下さい。 
2. 測定の目的に適した体温プローブを選択して下さい。 
3. 体温プローブの測温部を患者の直腸に挿入し、適切な深さ

まで進めてください。 
4. 患者監視モニタ等に接続し、本体の測定開始のボタン、あ

るいはキーを押します。詳細は、接続先の患者監視モニタ
本体の取扱説明書を参照して下さい。 

 
【使用上の注意】 
重要な基本的注意 
操作の妨げとなる可能性があるため、マイクロ波やその他の高
周波を放出する機器の近くで本医療機器を操作しないで下さい。 

 
相互作用 
併用禁忌（併用しないこと） 

医療機器の 
名称等 

臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

MRI 併用/使用禁止 磁場による吸引、誘
導起電力による発熱
による火傷の恐れ 

 
併用注意（併用に注意すること） 

医療機器の 
名称等 

臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

電気メス 電気メスのシステム
から遠ざけて下さい 

熱傷が生じる恐れが
あるため 

 
 
【保管方法及び有効期間等】 
有効期間 
包装上のラベル中の使用期限を参照 
 
使用期間 
7 日を限度に新品へ交換すること。 
 
 
【保守・点検に係る事項】 
使用者による保守点検事項 
詳細は、取扱説明書を参照ください。 
– 破損してないか。 
– 接続コネクタ内が汚れてないか。 
– モニタ本体と接続が、ゆるみなくしっかり接続しているか。 
– 汚れていないか。 
 
 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者： ドレーゲルジャパン株式会社 
住所       ： 東京都品川区上大崎 2-13-17 目黒東急ビル 
電話番号    ： 03-6447-7200 
 
設計を行う 
外国製造業者： ドレーゲルベルク社 

Drägerwerk AG & Co. KGaA (Moislinger) 
製造国      ： ドイツ連邦共和国 
 

【禁忌・禁止】 
使用方法 
1. 再使用禁止 

 
併用医療機器「相互作用の項参照」 
1. MRI環境下では、使用しないこと。 

[誘導起電力による発熱等で患者が損傷を負う恐れが
ある。] 
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